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日  時：令和 6 年 1 月 18 日（木）18 時 30 分 ～19 時 40 分 

場  所：本町コミュニティセンター 

対象地区：本町 

参加人数：11 名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

〇道路の白線について 

（市民から） 

 道路の白線は何年ごとに引き直しているのか。本町十文字の停止線と横断歩道が消え

ていて見えないので、交差点ぎりぎりで車が停止している。前回のまちづくり懇談会で伝

えたところ、標識が立ったが、現在も車が停止線を超えて横断歩道に止まっているので、

もっと目立つものを付けられないか。また、白線の引き直しはいつも６月頃などに実施さ

れているが、新入学生が多く通行する４月にできないか。 

 

（市から） 

・停止線や横断歩道については、県の公安委員会の管轄となる。前回の懇談会でもお話が

あった内容なので、標識はその内容を受けて設置したものだと思われるが、再度状況を

確認する。線の引き直しは順番に行われているものと思うが、早期にできるかどうかを

確認する。 

〇道路の除雪について 

（市民から） 

本町十文字付近で、塀から 1ｍ50ｃｍも離れて除雪されている箇所がある。また、除雪

で飛ばした雪が塀にぶつかるので、雪が高く積みあがって信号が見えなくなる場所があ

るので排雪してほしい。除雪の山に子どもたちが上っていて危険である。除雪がきちんと

されていればそういうことも起きないのではないか。 

 

（市から） 

・本町十文字付近は除雪の雪が積み重なって危険なので、排雪するように指示している

が、再度現場を確認させていただく。 

○ボランティアで除雪してくれている方について 

（市民から） 

ボランティアで信号付近や歩道を除雪してくれている方がいる。市でもそういう人が

いることを把握してほしい。 

 

（市から） 

・ボランティアで除雪していただくのは、大変ありがたいことである。市でも高齢者の方

の雪問題への対応を検討しているが、大変苦慮している。ボランティアの方が増えてく
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れれば助かるのだが、そうなっていない。屋根の雪下ろしなどは社会福祉協議会でも対

応している。難しい問題だが、市でも対策を検討している。 

〇橋の拡幅について 

（市民から） 

六羽川にかかる橋の幅が狭いので拡幅できないか。 

 

（市から） 

・橋の拡幅は以前から要望があったが、市が単独で改修するのは難しい。県に対する要望

にも加えているが、進んでいない状況である。引き続き県には要望していく。何とか早

く実施できないか、順番がどうなっているか確認して検討していきたい。経過について

は担当課から連絡させる。 

 

（市民から） 

四ツ屋から西中学校までの区間は、歩道も付いた広い道路となった。 

 

（市から） 

・橋だけでなく、付近の道路の拡幅も必要になる。県との協議も必要となるため、経過を

報告させていただく。 

〇市の防災計画について 

（市民から） 

平川市でも防災計画は作成していると思うが、何年おきに見直ししているのか。今回能 

登で大きな災害があったが、こうした大きな災害があった場合はその教訓を生かしてい

るのか。 

 

（市から） 

・防災計画は毎年度見直しており、大きな災害も加味して、平川市に合った内容としてい

る。 

・平川が決壊した場合には被害が想定されるので、ハザードマップを毎戸配布している。

地震に関するものだと、活動したものではないが、断層もあるので、本庁舎の耐震機能

など、万が一に備えた避難所や本部の機能を整備している状況である。 

〇空き家の管理について 

（市民から） 

空き家の庭木が伸びていて、蜂も飛んでおり、管理されていないようである。空き家の

法律は建物に関しては厳しくなったようだが、放置された庭木にはどのように対応する

のか。 
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（市から） 

・空き家等が危険な状態であれば、特定空き家として、建物だけでなくブロック塀や庭木

など、敷地も含めて所有者に指導・勧告・命令・代執行の対象となる。所有者と連絡が

つかない場合には、相続人の調査などに時間がかかることもある。 

・空き家も個人の財産なので、なかなか手をつけられない。持ち主の了解を得て市が対応

することもあるが、基本は持ち主に対応してもらうことになる。 

〇納税組合の維持について 

（市民から） 

 納税組合は市から補助金をもらっているが、経費分しか出ない。会費を集めていないの

で、会の会計が厳しい状況になっている。あと数年で解散することになりそうだが、納税

組合を続けられる仕組みを作ってほしい。 

 

（市から） 

・納税組合の補助金は、以前のような補助内容についての違法判決が出た例があり、増額

は難しい。 

〇市の女性の管理職について 

（市民から） 

管理職に占める女性の割合はどのような状況か。 

 

（市から） 

・幹部職員に女性を登用しようとしてはいるが、適材適所となることも考慮している。現

在は部長級が１名、課長級が２名である。それぞれの能力に合わせ、今後も登用してい

く。 

〇自主防災組織について 

（市民から） 

熊本の地震が起こった断層は、この地域にある断層と同様に、地震が発生する確率は 

１％と言われていた。平川市でも同様の地震が発生する可能性はあるということになる

が、市の職員だけでは手が回らないので、自助・共助が必要になるのではないか。自主防

災組織の講習会や訓練の実施状況はどうなっているか。 

 

（市から） 

・すべての組織で実施されているか確認はできていないが、救助・救護訓練や、町会内の

危険個所の確認などを行っている例はある。また、今年度から、自主防災組織の自助・

共助の組織力強化のための補助金を支出している。 

・市内のほとんどの各町会において、自主防災組織が設立されている。こうした組織との

連携も、訓練などで確認していきたい。 

〇10市大祭典について 

（市民から） 
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昨年 9月に開催された 10市大祭典はどの程度の経済効果があって、地域の活性化には

つながったのか。同様のイベントは今後も予定されているのか。 

 

（市から） 

・動員は１日目が７万人、２日目は昼までの半日で７万人であった。細かい数字は持ち合

わせていないが、ブランドフェアは想定していたほどの売り上げではなかったものの、

昨年度三沢市で開催された際の売り上げは超えていたようだ。また、会場だけでなく、

近隣のコンビニやスーパーなどの売り上げにも効果が出ていたと聞いている。 

・10 市大祭典については、次回の黒石市で県内 10市すべてにおいて実施されることにな

るが、その後の実施については未定である。 

〇水路の工事について 

（市民から） 

現在、融雪溝などの工事を行っているようだが、水路や水門はどうなるのか。水路は蓋

が無いので、現在はそこに雪を捨てている。水路に蓋がかかり、水門がそのまま残ってし

まうと、雪が捨てられず、他の敷地に雪を運ぶのには水門が邪魔になってしまう。 

 

（市から） 

・平賀駅前の浸水対策の一環として行っている工事である。現在は文化センターの前ま

で進んでいて、今後は柏木温泉の付近まで進んでいく予定である。水路が関係していれ

ば、関係機関への確認も必要となるが、どのような計画となっているか、確認して後日

回答する。 

〇水道管の変更について 

（市民から） 

20 年ほど前に市内にアパートを建てたが、上水道に直径 30ｍｍの管が入っていて、入

居者から水道料金が高いと苦情が出ている。業者に 20mm に変更できないか相談してみた

が、図面が無いと難しいと言われている。上下水道課にも相談に行ったことがあるが、業

者に相談してください、との回答だった。 

 

（市から） 

担当課に確認し、改めて回答する。 

 


